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当ファンドの仕組みは、次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 
信 託 期 間 無期限（2012年１月23日設定） 

運 用 方 針 

ターゲット・イヤー※を想定し、運用の時間経過と
ともに資産配分を変更することにより、投資信託
財産の中長期的な成長を図ることをめざして運用
を行います。 
※ターゲット・イヤーとは、個々人が想定するライフイベ
ント（退職など）の時期を意味し、当ファンドにおける
安定運用開始時期を指します。なお、原則として、ター
ゲット・イヤーの決算日の翌日を「安定運用開始時期」
とします。 

・ ターゲット・イヤーに向けて、安定性資産の投
資割合を高め、徐々に安定運用に移行します。 

・ ターゲット・イヤーまでの残存期間が長いほど、
値上がり益の獲得を重視した運用を行います。 

・ ターゲット・イヤーに接近するにしたがって、
収益性資産（株式等）への投資割合を徐々に減
らし、安定性資産（債券等）の比率を高めるこ
とでファンド全体のリスクを徐々に減らしてい
きます。 

・ 市場の変動により、投資対象ファンドの組入比
率が基本投資割合から乖離した場合は、３カ月
に１回基本投資割合へ戻す調整を行います。 

・ 基本投資割合の変更を、家計や市場の構造変化
等を考慮して、原則として年に１回行います。 

・投資対象とする資産クラスまたは投資スタイル
については、原則として５年に１回見直しを行
います。 

当ファンドの運用にあたっては、「ウエルスアドバ
イザー株式会社」の投資助言を受けます。 

主要運用対象 

主としてETF（上場投資信託）及び投資信託証券
への投資を通じて、国内株式、先進国株式、新興
国株式、オルタナティブ資産（ヘッジファンド、
コモディティ、リート（不動産投資信託））及び日
本債券及び世界の国債等、広範な各資産クラスへ
分散投資します。 
なお、投資対象とするETF及び投資信託証券は別
に定めるものとします。 
・ 株式や債券等の伝統的資産と値動きが異なる、

オルタナティブ資産もポートフォリオに組入れ
ることで、信託財産の安定的な収益獲得をめざ
します。 

・ 当ファンドが組入れる投資対象ファンドに対
し、為替ヘッジを行う場合があります。 
なお、当初はヘッジファンド及びコモディティ
を投資対象としているETFに対し、為替ヘッジ
を行う方針です。ただし、資金動向、市場動向
等により、委託会社が適切と判断した場合には
為替ヘッジを行う投資対象ファンドを変更する
場合があります。 

組 入 制 限 

投資対象ファンドへの投資割合には制限を設けま
せん。 
外貨建資産への実質投資割合には制限を設けません。 
株式への直接投資は行いません。 

分 配 方 針 

年１回決算時に分配方針に基づき分配を行いま
す。繰越分を含めた経費控除後の利子・配当収入
等と売買益等（評価益を含みます）から、収益分
配方針に基づいて分配します。ただし、分配対象
額が少額の場合は、分配を行わないことがあります。 

 

 

 

運用報告書（全体版） 
第13期 

（決算日：2024年９月17日） 

 

セレブライフ・ 

ストーリー2035 
 

追加型投信／内外／資産複合 

 

 

 

受益者のみなさまへ 
平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 
さて、「セレブライフ・ストーリー2035」は、

2024年９月17日に第13期決算を行いました。 
ここに期中の運用状況をご報告申し上げます。 
今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願

い申し上げます。 
 

 

 

 

 

 

ＳＢＩアセットマネジメント株式会社 

東京都港区六本木１－６－１ 

お問い合わせ先 

電話番号 03-6229-0097 

受付時間：営業日の９：00～17：00 

 

 

 ホームページから、ファンドの商品概要、 

レポート等をご覧いただけます。 

https://www.sbiam.co.jp/ 
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○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 

基  準  価  額 
投資信託証券 
組 入 比 率 

純資産 
総 額 （分配落） 

税 込 
分配金 

期 中 
騰落率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

９期(2020年９月14日) 15,229 0 3.3 97.1 2,114 

10期(2021年９月14日) 16,227 0 6.6 97.8 2,588 

11期(2022年９月14日) 16,194 0 △ 0.2 98.0 2,940 

12期(2023年９月14日) 16,490 0 1.8 97.7 3,351 

13期(2024年９月17日) 17,306 0 4.9 96.2 3,881 

（注）当ファンドにはベンチマークはありません。また、適当な参考指数もないことから、ベンチマーク、参考指数を特定していません。 

 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年 月 日 
基  準  価  額 投資信託証券 

組 入 比 率  騰 落 率 

（期   首） 円 ％ ％ 

2023年９月14日 16,490 － 97.7 

９月末 16,312 △1.1 97.4 

10月末 16,222 △1.6 98.4 

11月末 16,653 1.0 97.4 

12月末 16,754 1.6 98.0 

2024年１月末 16,796 1.9 99.2 

２月末 16,935 2.7 98.6 

３月末 17,307 5.0 97.5 

４月末 17,325 5.1 97.0 

５月末 17,330 5.1 98.8 

６月末 17,436 5.7 98.1 

７月末 17,363 5.3 96.6 

８月末 17,359 5.3 96.6 

（期   末）    

2024年９月17日 17,306 4.9 96.2 

（注１） 騰落率は期首比です。 
（注２） 当ファンドにはベンチマークはありません。また、適当な参考指数もないことから、ベンチマーク、参考指数を特定していません。   
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■当期の運用状況と今後の運用方針（2023年９月15日から2024年９月17日まで） 
 
○基準価額等の推移 
 

 

期 首： 16,490円 
期 末： 17,306円（既払分配金（税込み）：0円）
騰落率： 4.9％ 

 
（注１） 当ファンドでは、ベンチマークを採用していません。また、適当な参考指数もないため当ファンドのみ表記しています。 
（注２） 当ファンドは、設定日以降分配を行っていないため分配金再投資基準価額は記載していません。 
 

○基準価額の主な変動要因 
 
上昇要因 

・インフレ鈍化による金融政策緩和への期待 

・ 米国景気の軟着陸（ソフトランディング）への期待 

・ 対円の米ドルの上昇 

・ 人工知能（AI）関連の半導体需要増への期待によるハイテク株高 
 
下落要因 

・ インフレの高止まりによる、政策金利の利下げ観測の後退及び高金利の長期化 

・ ハイテク株の高値への警戒感 

・ 中東の地政学的リスクの上昇 

・ 政治的不安感によるリスクオフ 

・ 米国景気後退懸念 

・ 対円での米ドルの下落 

※原油、金については特殊要因により独特な価格変動が観察されます。例えば、金については、地政学的リスク、

ドル安は価格上昇要因ととらえられます。   
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○投資環境 
 
【株式】 

 
（国内） 

当期、日本株式市場は上昇いたしました。期初は、米公開市場委員会（FOMC）の経済見通しで米連邦準備制

度理事会（FRB）が現行の金融引き締めを維持する姿勢を示したことから下落しました。その後、米長期金利低下

や日銀の緩和継続姿勢を背景に続伸し、年末にかけては、米景気の先行き懸念から円高に振れたことで自動車、

銀行、商社株が反落しました。年明けより為替が円安ドル高に振れたため輸出関連株が買われたこと、米金利上

昇により日本の金利上昇期待が強まり銀行株が買われたことなどで上昇し、一時もみ合った後、米国株式市場で

ハイテク株中心に主要株価指数が過去最高値を更新したこと、日本株の割安感から外国人投資家の大口買いが入

り、３月22日は、日経平均株価が場中に41,087.75円の史上最高値をつけました。その後、機関投資家の益出し売

り、米長期金利の上昇と早期利下げ期待の後退、中東情勢の緊迫化などから、４月中旬には36,700円台まで大き

く下落しました。６月にかけては、FRBによる利下げ期待から米国株式上昇や世界同時株高の流れを受け上昇し、

７月11日に一時高値42,426.77円をつけました。その後一部米大型ハイテク株の決算が、市場の予想を下回ったこ

とや、対中輸出規制の強化への懸念によりハイテク株を中心に下落したのに加え、大きく下振れした米消費者物

価指数（CPI）と同時に観測された当局の円買い為替介入により急激に円高が進行したことが嫌気され大きく下落

しました。さらに８月初旬に発表された８月の初旬に雇用統計の発表を受けて景気後退懸念が広がり、米株価が

下落、円高がさらに進行したことで急落し、８月５日はブラックマンデー時に次ぐ下落率となりました。８月後

半にかけて米インフレ鎮静化や底堅い景気指標を受けて一時上昇しましたが、９月には８月ISM製造業景況感指数

の不振を機に再び急落しました。その後期末にかけて、利下げ期待や、エヌビディアCEOによる次世代AI半導体

需要に対する強気見通し等を材料がありましたが、円高が重しとなり上昇は限定的でした。 

 

（先進国） 

当期、先進国株式市場は上昇いたしました。期初から2023年10月にかけては、イスラエル情勢の警戒感、原油

高や堅調な米国景況指標から米国長期金利が上昇し、ハイテク株を中心に下落した米国市場につられ下落しまし

た。11月から2024年３月は、インフレの鈍化、米国の良好な企業決算が好感され上昇しましたが、その後、４月

は、インフレの高止まりを示す指標や米連邦準備制度理事会（FRB）の利下げを急がない姿勢、それに伴う利下げ

観測の後退、中東の地政学的リスクを受け、下落しました。５月から６月はフランスの政治混迷から投資家心理

が悪化し、一時下落する場面もありましたが、雇用統計の下振れやインフレ鈍化を受け長期金利が低下し、大型

ハイテク株を中心に上昇しました。その後７月に発表された一部大型ハイテク株の決算が、市場の予想を下回っ

たことや、対中輸出規制の強化への懸念によりハイテク株を中心に下落したのに加え、８月の初旬に雇用統計の

発表を受けて景気後退懸念が広がり、米株価が急落する局面がありました。８月後半にかけてインフレ鎮静化や

底堅い景気指標、企業の好調な決算発表を受けて市場は下落幅を縮小しましたが、９月初旬に発表された８月ISM

製造業景況感指数の不振を機に再び下落しました。その後は、期末にかけて、利下げ期待や、エヌビディアCEO

による次世代AI半導体需要に対する強気見通し等を材料に上昇しました。 
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（新興国） 

当期、新興国株式市場は上昇いたしました。期初から2023年10月にかけて、米国長期金利上昇、中国景気への

懸念などから下落しました。11月から12月にかけては、米国長期金利低下が好感されて上昇しました。2024年１月

には、米長期金利上昇やドル高が嫌気されたことに加え、中国の長期停滞懸念などからの中国株の下落を受け、

新興国株式市場は下落しました。 

２月から５月中旬にかけては、米ハイテク株高につれて半導体関連株が買われるとともに、中国当局による株

価支援策への期待や、インドのHSBC製造業購買担当者景気指数が16年ぶりの高水準に達したこともあり、上昇し

ました。５月下旬には、米長期金利が上昇し、新興国通貨の一部が下落、株価も大幅に下落した場面もありまし

たが、米雇用統計の下振れやインフレ鈍化を受け長期金利が低下し、大型ハイテク株を中心に上昇したことを受

け、上昇しました。７月から８月初旬には、空売り規制の厳格化や、「国家隊」による株買いなど中国株が上昇し

た一方で、米消費者物価指数（CPI）発表後、米大型ハイテク株の資金集中に懸念が強まり、米ナスダック総合が

下落し、さらにその後、米景気後退懸念の強まりから、リスク回避の動きで新興国は総じて下落しましたが、８月

後半にはインフレ鎮静化や底堅い景気指標を受け、下落幅を縮小しました。９月は、再び低調な米経済指標を受

けて世界的にリスク回避の動きが強まり下落しましたが、期末にかけてはFRBの大幅利下げ観測を受け、上昇しま

した。 
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＜組入投資信託証券の推移：株式＞ 

 

  
  

  
 

  
出所：Bloomberg のデータを基にＳＢＩアセットマネジメントが作成 
（注）期首を 100 として指数化（分配込み）したものです。   
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出所：Bloomberg のデータを基にＳＢＩアセットマネジメントが作成 
（注）期首を 100 として指数化（分配込み）したものです。 
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【債券】 
 
（国内） 

当期、国内債券市場を10年物国債で見ますと、利回りは低下（債券価格は上昇）しました。期初0.71％付近で

始まり、米国の堅調な経済指標を背景に米長期金利が上昇したほか、日銀の早期政策修正観測から上昇、2023年

10月月末の金融政策決定会合で長短金利操作（イールドカーブコントロール、YCC）柔軟化が決定され、0.96％

まで上昇しました。11月に入ると、世界経済の先行き懸念が台頭し、海外主要各国の長期金利が低下する中、日

銀の植田総裁が金融緩和を継続する姿勢を示したことなどで、12月下旬に一時0.55％まで金利は低下しました。

年明け後、日銀がマイナス金利の解除など金融政策の正常化に前向きであるとの観測が高まり、金利は上昇に転

じました。2024年３月に日銀がマイナス金利解除など金融政策正常化を決定したものの、緩和的な金融政策を維

持する旨を表明すると一時金利は低下しましたが、４月以降、米長期金利の上昇が先進国の長期金利を押し上げ

る中、日銀の追加利上げ観測が浮上し、５月後半に1.08％付近まで大幅に上昇しました。６月には、急速な円安

を受けて日銀による利上げ観測が強まり、一時1.10％を超えましたが、米景気後退懸念を背景とした米金利低下

の環境下、日銀の想定以上の金融引き締め姿勢を嫌気した海外投資家らと見られる日本株の大量売却による日本

株の急落を受け、金利は一時0.8％付近まで急落し、期末にかけてもみ合いの展開が続き、0.82％付近で期末を迎

えました。 

 

（先進国） 

当期、先進国債券市場を米国10年国債で見ますと、利回りは低下（債券価格は上昇）しました。期初4.3％付近

で始まり、米国景気が堅調に推移する中、米連邦公開市場委員会（FOMC）で政策金利の据え置きが決定されたも

のの、金利をより高く長期間維持する方針が確認されたほか、予算編成をめぐる対立で米政府機関が閉鎖に追い

込まれることへの警戒感から国債利回りは4.9％近くまで上昇しました。2023年11月以降、中東情勢緊迫化からも

み合う展開が続き、米製造業景況指数（ISM）や消費者物価指数（CPI）などが市場予想を下回ったことや、米連

邦準備制度理事会（FRB）のパウエル議長が今後の金融政策を慎重に進める旨の発言をしたことなどから年末に

3.8％付近まで低下しました。年が明け、米ISMや雇用統計などの経済指標が市場予想を上回る数字となったこと

や米CPIの伸び率が市場予想を上回る数字となり、米金融当局の早期利下げ観測が後退し、2024年４月下旬に4.7％

近辺まで大幅に上昇しました。５月以降は、米ISMや雇用統計が予想外に弱かったこと、米CPIの下振れや個人消

費の減速が確認されると金利は低下傾向となり、７月のFOMCで政策金利は据え置かれたものの、声明文に雇用の

鈍化についての認識が示されると金利は急低下し、3.6％付近で期末を迎えました。 

 

（新興国） 

当期、新興国債券市場（米ドル建て）は上昇（利回りは下落）しました。堅調な米経済指標やインフレ率発表

が続く中、金融引き締めの長期化を示唆する米連邦準備制度理事会（FRB）当局者の発言が相次いだことなどから

米長期債利回りが上昇し、新興国債券利回りも上昇（価格は下落）しました。2023年11月以降、米景気減速懸念

やFRBの早期利下げ観測などから米長期債利回りは低下し、年末にかけて、新興国債券利回りも低下（価格は上昇）

に転じました。年明け後、堅調な米経済指標や米長期債利回りの上昇する一方で、米国国債と米ドル建て新興国

債券の利回り格差（信用スプレッド）が縮小し、総じて小動きの展開となりました。2024年５月以降は、米景気

後退懸念を背景とした米金利低下の中、信用スプレッドが拡大し、７月まで引き続き狭いレンジでの動きとなり
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ました。８月以降は、米製造業景況感（ISM）や雇用統計の悪化を背景とした米景気後退懸念、米生産者物価指数

（PPI）の下振れを背景に米国金利は低下し、信用スプレッドが縮小に転じ、新興国債券は総じて低下（価格は上

昇）して期末を迎えました。 

 

＜組入投資信託証券の推移：債券＞ 

 

  
  

 

 

出所：Bloomberg のデータを基にＳＢＩアセットマネジメントが作成 
（注）期首を 100 として指数化（分配込み）したものです。 
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【オルタナティブ】 
 
（原油） 

当期、WTI原油先物は、１バレル90ドル付近で始まりました。サウジアラビア、ロシアが減算を延長すると発

表したこと、国際エネルギー機関（IEA）が年末にかけて供給不足を予想したことなどから、一時、期間中最高値

の95ドル台をつけました。その後、米金融引締め長期化による景気への悪影響や中国の景気回復遅延が懸念され、

2023年12月にはOPECプラスの減産措置の不徹底もあり、一時60ドル台後半まで低下しました。年明け後、ウクラ

イナのロシア石油インフラ攻撃や中東情勢を巡る警戒感から2024年４月には80ドル台後半まで上昇しました。５月

には、中東情勢への警戒感が後退し、米国や中国の経済指標が下振れしたほか、OPECが10月以降の減産解除を決

めたことなどから70ドル台前半へ下落し、その後80ドル台前半を上値とするレンジ内で一進一退の動きが続き、

期末は70ドル台前半で終了しました。 
 
（金） 

期初、１オンス1,900ドル近辺で始まり、良好な景気指標等から米長期金利の上昇が懸念され、2023年10月にか

けて下落しました。10月はイスラム武装組織ハマスのイスラエル攻撃を受け地政学的リスクの高まりから金は反

発しました。11月は、米消費者物価指数（CPI）の鈍化、米景気減速懸念などから米利下げ期待に金は確りとなり

12月に史上最高値を更新しました。その後、2024年２月にかけて、強めの米景気指標、米地銀の経営不安、中東

情勢の緊迫など好悪材料を受け概ね横ばい推移となりました。３月は、弱めの米経済指標発表が相次ぎ上昇傾向

となりました。４月は、中東情勢の緊迫や中国の需要を受け概ね堅調となりました。５月、６月は、好悪材料が

交錯し、好悪まちまちな米景気指標に上下するなど、米利下げ期待を巡る思惑に揺れました。７月は弱い米景気

指標やインフレ指標の発表により利下げ期待が高まり金価格は上昇しました。８月も米景気減速懸念が強まる中、

米長期債利回りの低下やドル安も支えとなり堅調に推移しました。９月は17日、18日開催の米連邦公開市場委員

会（FOMC）での利下げ観測が強まるなか金は堅調に推移し、結局、2,500ドル台後半で期末を迎えました。 
 
（リート） 

米国REIT市場は、2023年９月期初から10月にかけて下落しました。FRBが景気見通しを引き上げるなど、政策

金利をより高く、想定以上の長い期間、引き締め政策が継続する姿勢を示したことから、長期金利が一時５％を

超える水準まで上昇、米国リート市場はその影響を大きく受けました。また、シェアオフィスのウィーワークが

経営破綻するなど、オフィス市況の悪化懸念も米国リート市場にマイナスの影響を与えました。11月に入り、米

国の労働市場に減速感がみられ、利上げ打ち止めの期待から長期金利が低下し、これまで大きく下落していた米

国リート市場は反発し、底入れの動きとなりました。 

2024年の年明け以降は、底堅い米国の経済指標の発表もあり、米国金利は再び上昇に転じ、米国REIT市場は一

進一退の動きとなりました。５月に入り、米CPIが鈍化の動きを示し、米国のソフトランディング期待から長期金

利が低下、米国REIT市場は上昇傾向の動きとなりました。さらに、７月には一段のインフレの落ち着きを示す経

済指標が続いたことで、米国の長期金利が低下し、米国REIT市場は、期末にかけて堅調に推移しました。 

用途別では堅調な個人消費を反映して、商業施設が上昇、期初は下落したオフィスも期中に上昇に転じ、金利

低下を追い風に上昇傾向が継続しました。 
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＜組入投資信託証券の推移：オルタナティブ＞ 

 

  
＊ IQ ヘッジマルチストラテジートラッカーETFから名称変更されました

（2024年８月28日）。 
 

  
出所：Bloomberg のデータを基にＳＢＩアセットマネジメントが作成 
（注）期首を 100 として指数化（分配込み）したものです。 
 
【為替】 

当期、米ドル／円相場は大きく円安に動いた後、期末にかけて円高に動き、通期では円高／ドル安となりまし

た。期初１ドル147円半ばで始まり、米消費者物価指数（CPI）の上昇が鈍化せず、米連邦準備制度理事会（FRB）

の金融引き締めが長期化し金利が高止まるとの観測を受けて、2023年11月中旬に151円後半まで円安／ドル高とな

りました。その後、米CPIの伸び鈍化、米景気減速への懸念やFRBの早期利下げ観測、日銀植田総裁の発言からゼ

ロ金利解除期待が強まり、年末にかけて、140円半ばまで円高／ドル安が進行しました。年明けからは、能登半島

地震を受けて日銀の金融政策の正常化観測が後退する中、米CPIや米生産者物価指数（PPI）の伸びが上振れし、

FRBによる利下げ観測が後退し、2024年３月の日銀金融政策会合でのマイナス金利解除発表後も緩和的な金融環境

の継続が改めて意識され、４月末に160円近辺まで円安／ドル高が進みました。その後、日銀による為替介入で151円

割れとなりましたが、円安／ドル高の流れは変わらず、７月初旬に162円近辺まで上昇しました。その後、米CPI

の下振れを受けて９月の利下げ観測が強まる中、日本の通貨当局による円買い介入により円高／ドル安が進行し、

８月には日銀が政策金利の引き上げを決定し、追加利上げにも積極姿勢を見せたことで日本株の暴落とともに一

気に141円台まで円高／ドル安が進みました。期末にかけては、米経済指標によって上下する展開となり、142円

前半で期末を迎えました。  
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○当ファンドのポートフォリオ 

 

 

  国内株式 先進国大型株式 新興国株式  

  先進国・新興国小型株式 国内債券 先進国債券  

  新興国債券 ヘッジファンド コモディティ  

  リート   

 
 
ウエルスアドバイザー株式会社の投資助言に基づい

た基本投資割合に従い、国内及び海外のETF（上場投

資信託）及び投資信託証券への投資を行い、投資比率

の合計は、おおむね95％以上の高位を保ちました。ま

た、ヘッジファンド及びコモディティを投資対象とし

ているETFに対し、為替ヘッジを行いました。 

 
（注） 各資産の詳細につきましては、20ページ以降の<ご参考>組入投

資信託証券の概要をご覧下さい。 
 

 
 

 

為替ヘッジの状況 

年 月 日 ①外貨建資産 ②為替ヘッジ 通貨エクスポージャー（①－②） 通貨 

(期首)2023年９月14日 33.1％ 22.5％ 10.6％ 米ドル 

９月末 33.0％ 21.4％ 11.6％ 米ドル 

10月末 33.9％ 22.3％ 11.6％ 米ドル 

11月末 33.5％ 21.3％ 12.3％ 米ドル 

12月末 30.3％ 21.0％ 9.3％ 米ドル 

2024年１月末 31.1％ 22.0％ 9.1％ 米ドル 

２月末 31.2％ 21.6％ 9.6％ 米ドル 

３月末 31.0％ 21.2％ 9.7％ 米ドル 

４月末 32.3％ 21.8％ 10.5％ 米ドル 

５月末 33.0％ 24.7％ 8.3％ 米ドル 

６月末 31.0％ 21.8％ 9.2％ 米ドル 

７月末 29.7％ 20.7％ 9.0％ 米ドル 

８月末 29.5％ 20.6％ 8.9％ 米ドル 

(期末)2024年９月17日 29.8％ 20.5％ 9.3％ 米ドル 

（注１） 純資産総額に対する比率です（為替ヘッジ比率は純資産総額に対する予約外貨評価額の比率です。）。 
（注２） 通貨エクスポージャーとは、外貨建資産のうち、為替変動のリスクを受ける割合のことを指します。 
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【当期の投資割合】 

  

 
 
 

 
【当期末の組入投資信託証券の状況】 

 

投 資 対 象 投 資 信 託 証 券 の 名 称 通 貨 
当期の 
騰落率 

組入比率 

国 内 株 式 i シェアーズ・コア TOPIX ETF 円 8.6％ 7.5％ 

先 進 国 大 型 株 式 シュワブ U.S.ラージキャップ ETF 米ドル 26.8％ 2.1％ 

先 進 国 株 式 バンガード・FTSE・ヨーロッパ ETF 米ドル 19.9％ 0.7％ 

先 進 国 株 式 バンガード・FTSE ディベロップド・アジア・パシフィック（除く日本）・UCITS ETF 米ドル 12.4％ 0.1％ 

新 興 国 株 式 SPDR ポートフォリオ 新興国株式 ETF 米ドル 14.7％ 1.0％ 

先 進 国 小 型 株 式 バンガード・スモールキャップ ETF 米ドル 20.2％ 0.6％ 

先進国・新興国小型株式 バンガード・FTSE・オールワールド（除く米国）スモールキャップETF 米ドル 13.9％ 0.4％ 

国 内 債 券 MUAM 日本債券インデックスファンド（適格機関投資家限定） 円 －1.0％ 43.7％ 

先 進 国 債 券 MUAM 外国債券インデックスファンド（適格機関投資家限定） 円 5.2％ 15.1％ 

新 興 国 債 券 バンガード・米ドル建て新興国政府債券 ETF 米ドル 15.9％ 1.0％ 

ヘ ッ ジ フ ァ ン ド ★ NYLI ヘッジ マルチストラテジー トラッカーETF＊ 米ドル 8.4％ 2.9％ 

コ モ デ ィ テ ィ ★ インベスコ・ブルームバーグ・コモディティ UCITS ETF 米ドル －5.1％ 12.6％ 

コ モ デ ィ テ ィ ★ abrdn フィジカル・ゴールド・シェアーズ ETF 米ドル 34.3％ 5.7％ 

先 進 国 リ ー ト シュワブ U.S.リート ETF 米ドル 25.7％ 2.9％ 

★ ヘッジファンドとコモディティを投資対象としているETFに対し、為替ヘッジを高位に行います。 
＊「NYLI ヘッジ マルチストラテジー トラッカーETF」は、2024年８月28日をもって「IQ ヘッジ マルチストラテジー トラッカーETF」から名称変更とな

りました。 
（注１）組入比率は純資産総額に対する比率です。 
（注２）各比率の合計が四捨五入の関係で投資信託証券（組入資産の状況）の比率と一致しないことがあります。 
（注３）バンガード・スモールキャップETFは先進国小型株式のみの組入れです。 
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3%

債券
60%

42%

9%

15%

1%
1%
3%

4%

第13期期末時点

株式
13%コモディティ

19%

ヘッジファンド
3%

リート
3%

債券
62%

45%

8%

16%1%
1%1%

3%

国内株式 先進国大型株式 新興国株式 先進国・新興国小型株式
新興国債券 先進国債券 

国内債券 
リート ヘッジファンド コモディティ 
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○当ファンドのベンチマークとの差異 
 

当ファンドにはベンチマークはありません。また、適当な参考指数もないことから、ベンチマーク、参考指数

を特定しておりません。 
 

○分配金 
 

当期は基準価額水準等を勘案し、収益分配は見送らせていただきました。 

なお、分配金にあてず信託財産内に留保した収益につきましては、元本部分と同一の運用を行います。 
 

 分配原資の内訳 
 
 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項     目 
第13期    

2023年９月15日～ 
2024年９月17日 

   

当期分配金 －    
（対基準価額比率） －％    
 当期の収益 －    
 当期の収益以外 －    
翌期繰越分配対象額 7,305    

（注１） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注２） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。   
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○今後の運用方針 
 

ETF（上場投資信託）及び投資信託証券への投資を通じて、株式（国内、先進国大型、新興国大型、先進国小

型、新興国小型）、債券（国内、先進国、新興国）、オルタナティブ資産（ヘッジファンド、コモディティ、リー

ト）の資産に分散投資を行います。 

株式や債券等の伝統的資産と値動きが異なるオルタナティブ資産もポートフォリオに組入れることで、信託財

産の安定的な収益獲得をめざします。また、引き続き、ヘッジファンド及びコモディティを投資対象としている

ETFに対し、為替ヘッジを行います。なお、家計や市場の構造変化などを考慮し、ウエルスアドバイザー株式会社

の投資助言を受け年１回基本投資割合の変更を行います。 

 
 

【今後の基本投資割合計画】 
 

    

 
（注）資金動向、市況動向等によっては、上記のような運用ができないことがあります。 

  

第13期期末時点
株式
13%コモディティ

19%

ヘッジファンド
3%

リート
3%

債券
62%

45%

8%

16%
1%
1%
3%

1%

2025年
株式
10%コモディティ

15%

ヘッジファンド
3%

リート
3%

債券
69%

1%

56%

1%11%

5%

3%
1%

3%

5%
3%

2035年
株式
13%コモディティ

12%

ヘッジファンド
3%

リート
2%

債券
70%

1%

58%

1%
11%

7%

3%
4%

8%

1%
2%

4%

国内株式 先進国大型株式 新興国株式 先進国・新興国小型株式
新興国債券 

先進国債券 国内債券 
リート ヘッジファンド コモディティ 

安定運用開始 

金 

10% 
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○１万口当たりの費用明細 （2023年９月15日～2024年９月17日）

 

項   目 
当   期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

(a) 信 託 報 酬 83 0.488 (a) 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 (投 信 会 社) (  38) (0.222) 委託した資金の運用の対価 

 (販 売 会 社) (  38) (0.222) 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、

購入後の情報提供等の対価 

 (受 託 会 社) (   8) (0.044) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

(b) 売買委託手数料 2 0.013 (b) 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権

口数 

 (投資信託証券) (   2) (0.013) ※ 売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支

払う手数料 

(c) 有価証券取引税 0 0.000 (c) 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権

口数 

 (投資信託証券) (   0) (0.000) ※ 有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関

する税金 

(d) そ の 他 費 用 5 0.030 (d) その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 (保 管 費 用) (   1) (0.009) 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管

及び資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 (監 査 費 用) (   3) (0.018) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 (印    刷 ) (   0) (0.003) 開示資料等の作成・印刷費用等 

 (そ  の  他 ) (   0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他費用 

合   計 90 0.531  

期中の平均基準価額は、16,982円です。  

（注１）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果
です。 

（注２）消費税は報告日の税率を採用しています。 
（注３）項目ごとに円未満は四捨五入しています。 
（注４）各項目の費用は、当ファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。 
（注５）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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（参考情報） 

○総経費率 
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を

除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は0.69％

です。 
 

 

 
 

（単位：％） 

総経費率（①＋②＋③） 0.69 

①当ファンドの費用の比率 0.51 

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.18 

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.00 

（注１） ①の費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注２） ②の費用は、各月末の投資先ファンドの保有比率に当該投資先ファンドの運用管理比率を乗じて算出した概算値です。 
（注３） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 
（注４） 各比率は、年率換算した値です。なお、四捨五入の関係により、合計が一致しない場合があります。 
（注５） 投資先ファンドとは、このファンドが組入れている投資信託証券です。 
（注６） ①と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があります。 
（注７） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。   

総経費率 

0.69％ 

運用管理費用 

0.18％ 

当ファンド 

0.51％ 

運用管理費用以外 

0.00％ 

運用管理費用 

（販売会社） 

0.22％ 

投資先 

ファンド 

0.18％ 

運用管理費用 

（受託会社） 

0.04％ 

その他費用 

0.03％ 

運用管理費用 

（投信会社） 

0.22％ 
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○売買及び取引の状況 （2023年９月15日～2024年９月17日）

 

 投資信託証券 
 

銘     柄 
買   付 売   付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国

内 

 口 千円 口 千円 

ＩＳＨＡＲＥＳ ＣＯＲＥ ＴＯＰＩＸ ＥＴＦ 96,830 41,190 25,733 67,037 

 (921,213) (－)   

ＭＵＡＭ 外国債券インデックスファンド（適格機関投資家限定） 57,465,632 96,000 16,802,139 29,000 

ＭＵＡＭ 日本債券インデックスファンド（適格機関投資家限定） 331,565,647 389,000 38,532,204 45,000 

外

国 

ア

メ

リ

カ 

 口 千ドル 口 千ドル 

VANGUARD SMALL-CAP ETF 53 11 60 13 

VANGUARD FTSE EUROPE ETF 415 27 1,261 81 

SPDR PORTFOLIO S&P EMERGING MARKETS ETF 1,056 38 713 25 

NYLI HEDGE MULTI-STRAT TRACKER 3,549 110 918 28 

SCHWAB US REIT ETF 3,425 67 4,205 91 

VANGUARD FTSE ALL WORLD EX-US SMALL-CAP 118 13 58 6 

SCHWAB US LARGE-CAP ETF 975 58 4,420 254 

VANGUARD FTSE ASIA PAC EX JP － － 559 13 

VANGUARD EMERGING MARKETS GOVERNMENT BOND ETF 713 44 7,698 489 

abrdn Physical Gold Shares ETF 11,988 260 40,254 843 

INVESCO BLOOMBERG COMMODITY 29,361 652 6,440 146 

（注１） 金額は受渡し代金。 
（注２） 単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 
（注３） （ ）内は分割・償還による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 

 
 

○利害関係人との取引状況等 （2023年９月15日～2024年９月17日）

 

該当事項はありません。 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 
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○組入資産の明細 （2024年９月17日現在）

 

 ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンドの明細 
 

銘  柄  名 
期首(前期末) 当    期    末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 
 口 口 千円 ％ 
ＩＳＨＡＲＥＳ ＣＯＲＥ ＴＯＰＩＸ ＥＴＦ 121,720 1,114,030 291,207 7.5 
ＭＵＡＭ 外国債券インデックスファンド(適格機関投資家限定) 307,401,066 348,064,559 585,270 15.1 
ＭＵＡＭ 日本債券インデックスファンド(適格機関投資家限定) 1,164,041,410 1,457,074,853 1,697,492 43.7 

合     計 1,471,564,196 1,806,253,442 2,573,970 66.3 
（注１）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率です。 
（注２）口数・評価額の単位未満は切捨て。 
 

 ファンド・オブ・ファンズが組入れた外貨建ファンドの明細 
 

銘  柄  名 

期首(前期末) 当    期    末 

口 数 口 数 
評  価  額 

比 率 
外貨建金額 邦貨換算金額 

（アメリカ） 口 口 千ドル 千円 ％ 
VANGUARD SMALL-CAP ETF 685 678 157 22,169 0.6 
VANGUARD FTSE EUROPE ETF 3,400 2,554 179 25,260 0.7 
SPDR PORTFOLIO S&P EMERGING MARKETS ETF 6,470 6,813 261 36,876 1.0 
NYLI HEDGE MULTI-STRAT TRACKER 22,202 24,833 785 110,640 2.9 
SCHWAB US REIT ETF 35,025 34,245 805 113,430 2.9 
VANGUARD FTSE ALL WORLD EX-US SMALL-CAP 764 824 101 14,255 0.4 
SCHWAB US LARGE-CAP ETF 12,275 8,830 587 82,734 2.1 
VANGUARD FTSE ASIA PAC EX JP 1,466 907 23 3,331 0.1 
VANGUARD EMERGING MARKETS GOVERNMENT BOND ETF 11,023 4,038 268 37,743 1.0 
abrdn Physical Gold Shares ETF 169,261 140,995 3,476 489,448 12.6 
INVESCO BLOOMBERG COMMODITY 48,065 70,986 1,580 222,537 5.7 

合     計 310,636 295,703 8,229 1,158,427 29.8 
（注１） 邦貨換算金額は期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 
（注２） 比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率です。 
（注３） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 
 
○投資信託財産の構成 （2024年９月17日現在）

 

項       目 
当     期     末 

評 価 額 比   率 
 千円 ％ 
投 資 信 託 受 益 証 券 3,732,397 95.9 
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 159,674 4.1 
投 資 信 託 財 産 総 額 3,892,071 100.0 

（注１） 評価額の単位未満は切捨て。 
（注２） 当期末における外貨建て純資産（1,158,891千円）の投資信託財産総額（3,892,071千円）に対する比率は29.8％です。 
（注３） 外貨建て資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、９月17日における邦貨換算

レートは、１ドル＝140.77円、１ユーロ＝156.55円です。   
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○特定資産の価格等の調査 
 

該当事項はありません。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況（2024年９月17日現在）

 
項     目 当 期 末 

(Ａ) 資 産 4,687,986,326円 

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 122,607,094 

 投資信託受益証券（評価額） 3,732,397,458 

 未 収 入 金 829,369,124 

 未 収 配 当 金 3,612,282 

 未 収 利 息 368 

(Ｂ) 負 債 806,613,145 

 未 払 金 795,915,245 

 未 払 解 約 金 940,758 

 未 払 信 託 報 酬 9,320,717 

 そ の 他 未 払 費 用 436,425 

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 3,881,373,181 

 元 本 2,242,792,653 

 次 期 繰 越 損 益 金 1,638,580,528 

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 2,242,792,653口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 17,306円 

<注記事項（運用報告書作成時には監査未了）> 
（貸借対照表関係） 
期首元本額 2,032,790,238円 
期中追加設定元本額 459,012,065円 
期中一部解約元本額 249,009,650円 

 

○損益の状況 (2023年９月15日～2024年９月17日)

 
項     目 当   期 

(Ａ) 配 当 等 収 益 19,145,683円 

 受 取 配 当 金 19,127,186 

 受 取 利 息 81,857 

 そ の 他 収 益 金 7,420 

 支 払 利 息 △        70,780 

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 160,192,526 

 売 買 益 338,180,969 

 売 買 損 △   177,988,443 

(Ｃ) 信 託 報 酬 等 △    18,765,389 

(Ｄ) 当 期 損 益 金 ( Ａ ＋ Ｂ ＋ Ｃ ) 160,572,820 

(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 290,426,047 

(Ｆ) 追 加 信 託 差 損 益 金 1,187,581,661 

 ( 配 当 等 相 当 額 ) (     759,857,222) 

 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (     427,724,439) 

(Ｇ)   計   ( Ｄ ＋ Ｅ ＋ Ｆ ) 1,638,580,528 

(Ｈ) 収 益 分 配 金 0 

 次 期 繰 越 損 益 金 ( Ｇ ＋ Ｈ ) 1,638,580,528 

 追 加 信 託 差 損 益 金 1,187,581,661 

 ( 配 当 等 相 当 額 ) (     759,857,222) 

 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (     427,724,439) 

 分 配 準 備 積 立 金 450,998,867 

（注１） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに
よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費
税等相当額を含めて表示しています。 

（注３） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の
追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差
額分をいいます。 

（注４） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（17,141,539円）、
費用控除後の有価証券等損益額（143,431,281円）、信託約款
に規定する収益調整金（1,187,581,661円）および分配準備
積立金（290,426,047円）より分配対象収益は1,638,580,528円
（10,000口当たり7,305円）ですが、当期に分配した金額は
ありません。 
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<ご参考> 組入投資信託証券の概要 

投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

iシェアーズ・コア TOPIX ETF 国内株式 TOPIX（東証株価指数） 0.045％ BlackRock, Inc. 

 

組入上位10銘柄 比率 

 

  

トヨタ自動車 3.8％   

ソニー 2.6％   

三菱UFJフィナンシャルG 2.4％   

日立 2.3％   

キーエンス 1.8％   

リクルートホールディングス 1.8％   

三井住友フィナンシャルG 1.7％   

三菱商事 1.6％   

信越化学 1.5％   

伊藤忠 1.4％   

出所：BlackRock, Inc.のデータを基に SBI アセットマネジメントが作成 
（注１）2024年８月31日時点の比率です。 
（注２）経費率は税抜の料率です。 

 
 

投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

シュワブU.S.ラージキャップETF 先進国大型株式 
ダウジョーンズU.S.ラージ キャップ・トータル・
ストック・マーケット・インデックス 

0.03％ 
Charles Schwab 
& Co., Inc. 

 

組入上位10銘柄 比率 

 

組入上位業種 比率 

Microsoft Corporation 6.8％ 情報技術 31.9％ 

NVIDIA Corporation 6.2％ 金融 12.7％ 

Apple Inc. 6.2％ ヘルスケア 11.5％ 

Amazon.com, Inc. 3.6％ 一般消費財・サービス 9.9％ 

Meta Platforms Inc Class A 2.3％ コミュニケーション・サービス 9.1％ 

Alphabet Inc. Class A 2.2％ 資本財・サービス 8.7％ 

Alphabet Inc. Class C 1.8％ 生活必需品 5.6％ 

Berkshire Hathaway Inc. Class B 1.5％ エネルギー 3.7％ 

Eli Lilly and Company 1.5％ 素材 2.3％ 

Broadcom Inc. 1.4％ 不動産 2.3％ 

出所：Charles Schwab & Co., Inc.のデータを基にSBIアセットマネジメントが作成 
（注）2024年６月30日時点の比率です。 
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投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

バンガード・FTSE・ 
ヨーロッパETF 

先進国株式 
FTSE欧州先進国オールキャップ・ 
インデックス 

0.09％ 
The Vanguard  
Group, Inc. 

 

組入上位10銘柄 比率 

 

組入上位10カ国 比率 

Novo Nordisk A/S 3.6％ 英国 24.1％ 

ASML Holding NV 3.3％ フランス 15.6％ 

Nestle SA 2.2％ スイス 14.0％ 

AstraZeneca plc 1.9％ ドイツ 12.5％ 

Shell plc 1.9％ オランダ 7.4％ 

SAP SE 1.8％ スウェーデン 5.7％ 

Novartis AG 1.8％ デンマーク 5.6％ 

Roche Holding AG 1.7％ イタリア 4.5％ 

LVMH Moet Hennessy Louis Vuitton SE 1.6％ スペイン 4.1％ 

HSBC Holdings plc 1.3％ フィンランド 1.7％ 

出所：The Vanguard Group, Inc.のデータを基にSBIアセットマネジメントが作成 
（注）2024年６月30日時点の比率です。 

 
 

投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

バンガード・FTSE ディベロップド・アジア・ 
パシフィック（除く日本）・UCITS ETF 

先進国株式 
FTSE ディベロップド・アジア・ 
パシフィック（除く日本）インデックス 

0.15％ 
The Vanguard  
Group, Inc.  

 

組入上位10銘柄 比率 

 

組入上位10業種 比率 

Samsung Electronics Co. Ltd.  9.7％ 金融 29.7％ 

Commonwealth Bank Of Australia 5.1％ 通信 11.3％ 

BHP Group Ltd. 4.5％ 資本財・サービス 10.6％ 

CSL Ltd. 3.2％ 素材 9.8％ 

National Australia Bank Ltd. 2.6％ 一般消費財 8.8％ 

AIA Group Ltd. 2.6％ ヘルスケア 7.3％ 

Westpac Banking Corp. 2.4％ 不動産 6.9％ 

SK Hynix Inc. 2.3％ テクノロジー 6.0％ 

ANZ Group Holdings Ltd. 2.0％  生活必需品 3.5％ 

DBS Group Holdings Ltd. 1.8％  公益事業 3.1％ 

出所：The Vanguard Group, Inc.及びBloombergのデータを基にSBIアセットマネジメントが作成 
（注）2024年８月31日時点の比率です。 
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投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

SPDR ポートフォリオ  
新興国株式 ETF 

新興国株式 S&PエマージングBMI指数 0.07％ 
State Street  
Global Advisors 

 

組入上位 10 銘柄 比率 

 

組入上位10カ国・地域 比率 

TAIWAN SEMICONDUCTOR MANUFAC 8.2％ 中国 26.3％ 

TENCENT HOLDINGS LTD 3.4％ インド 23.7％ 

ALIBABA GROUP HOLDING LTD 1.6％ 台湾 21.6％ 

RELIANCE INDS SPONS GDR 144A 1.6％ ブラジル 4.6％ 

HDFC BANK LIMITED 1.3％ サウジアラビア 4.2％ 

HON HAI PRECISION INDUSTRY 1.1％ 南アフリカ 2.9％ 

PDD HOLDINGS INC 1.0％ メキシコ 2.1％ 

ICICI BANK LTD SPON ADR 1.0％ マレーシア 2.0％ 

MEDIATEK INC 0.9％  インドネシア 1.8％ 

CHINA CONSTRUCTION BANK H 0.8％  タイ 1.7％ 

出所：State Street Global Advisors のデータを基にSBIアセットマネジメントが作成 
（注）2024年６月30日時点の比率です。 

 
投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

バンガード・スモールキャップETF 先進国小型株式 CRSP USスモールキャップ・インデックス 0.05％ 
The Vanguard  
Group, Inc. 

 

組入上位10銘柄 比率 

 

組入上位10業種 比率 

Targa Resources Corp. 0.5％ 資本財・サービス 22.0％ 

Deckers Outdoor Corp. 0.4％ 一般消費財・サービス 16.1％ 

Axon Enterprise Inc. 0.4％ 金融 13.6％ 

PTC Inc. 0.4％ テクノロジー 13.2％ 

Entegris Inc. 0.4％ ヘルスケア 10.6％ 

Booz Allen Hamilton Holding Corp. 0.4％ 不動産 7.0％ 

Pure Storage Inc. 0.4％ エネルギー 5.7％ 

Carlisle Cos. Inc. 0.3％ 素材 4.0％ 

First Citizens BancShares Inc. 0.3％ 生活必需品 3.3％ 

Williams-Sonoma Inc. 0.3％ 公益事業 3.1％ 

出所：The Vanguard Group, Inc.のデータを基にSBIアセットマネジメントが作成 
（注）2024年６月30日時点の比率です。 
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投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

バンガード・FTSE・オールワールド 
（除く米国）スモールキャップETF 

先進国・ 
新興国小型株式 

FTSEグローバル・スモールキャップ 
（除く米国）インデックス 

0.08％ 
The Vanguard  
Group, Inc. 

 

組入上位 10 銘柄 比率 

 

組入上位10カ国・地域 比率 

WSP Global Inc. 0.6％ カナダ 14.8％ 

RB Global Inc. 0.5％ 日本 13.3％ 

TFI International Inc. 0.4％ 英国 9.0％ 

ARC Resources Ltd. 0.4％ 台湾 8.8％ 

Kinross Gold Corp. 0.3％ インド 8.3％ 

Stantec Inc. 0.3％ オーストラリア 4.8％ 

Emera Inc. 0.3％ 中国 4.7％ 

First Quantum Minerals Ltd. 0.3％ 韓国 4.2％ 

GFL Environmental Inc. 0.3％  スウェーデン 4.1％ 

Zealand Pharma A/S 0.3％  スイス 2.8％ 

出所：The Vanguard Group, Inc.のデータを基にSBIアセットマネジメントが作成 
（注）2024年６月30日時点の比率です。 
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投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 委託会社 

MUAM 日本債券インデックス 
ファンド(適格機関投資家限定) 

国内債券 NOMURA-BPI総合インデックス 
三菱ＵＦＪアセット 
マネジメント株式会社 

 

種類別組入比率 比率 

 

組入上位 10 銘柄 比率 

国債 83.9％ 第163回利付国債（５年） 1.5％ 

地方債 5.3％ 第149回利付国債（５年） 1.2％ 

普通社債 6.1％ 第365回利付国債（10年） 1.2％ 

特殊債券（除く金融債） 3.8％ 第154回利付国債（５年） 1.1％ 

金融債 0.3％ 第368回利付国債（10年） 1.0％ 

  第358回利付国債（10年） 1.0％ 

  第361回利付国債（10年） 1.0％ 

  第359回利付国債（10年） 1.0％ 

   第364回利付国債（10年） 1.0％ 

   第370回利付国債（10年） 0.9％ 

 

○１万口当たりの費用明細 （2023年５月13日～2024年５月13日）

 

項   目 
当   期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

(a) 信 託 報 酬 18 0.154 (a) 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷

年間日数） 

 (投 信 会 社) (  10) (0.088) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、

目論見書等の作成等の対価 

 (販 売 会 社) (   3) (0.022) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情

報提供等の対価 

 (受 託 会 社) (   5) (0.044) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実

行等の対価 

(b) 売買委託手数料 0 0.000 (b) 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権

口数 

 (先物・オプション) (   0) (0.000) 有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料 

合   計 18 0.154  

期中の平均基準価額は、11,830円です。  

（注１） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果
です。 

（注２） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注３） 売買委託手数料は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
（注４） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小

数第３位未満は四捨五入してあります。 
（注５）2024年５月13日時点の比率です。 

出所：三菱ＵＦＪアセットマネジメント株式会社のデータを基にSBIアセットマネジメントが作成   
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投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 委託会社 

MUAM 外国債券インデックス 
ファンド（適格機関投資家限定） 

先進国債券 
FTSE世界国債インデックス 
（除く日本、円換算ベース） 

三菱ＵＦＪアセット 
マネジメント株式会社 

 

組入上位10カ国 比率 

 

組入上位 10 銘柄 比率 

米国 45.9％ 4.625 T-NOTE 260228 0.5％ 

中国 9.4％ 4 T-NOTE 340215 0.5％ 

フランス 7.8％ 4.5 T-NOTE 331115 0.5％ 

イタリア 7.2％ 0.875 T-NOTE 301115 0.4％ 

ドイツ 5.9％ 3.875 T-NOTE 330815 0.4％ 

英国 5.0％ 3.5 T-NOTE 330215 0.4％ 

スペイン 4.9％ 1.375 T-NOTE 311115 0.4％ 

カナダ 2.0％ 1.25 T-NOTE 310815 0.4％ 

ベルギー 1.7％  4.125 T-NOTE 321115 0.4％ 

オランダ 1.5％  2.75 T-NOTE 320815 0.4％ 

 

○１万口当たりの費用明細 （2023年５月13日～2024年５月13日）

 

項   目 
当   期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

(a) 信 託 報 酬 34 0.210 (a) 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷

年間日数） 

 (投 信 会 社) (  22) (0.132) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、

目論見書等の作成等の対価 

 (販 売 会 社) (   4) (0.022) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情

報提供等の対価 

 (受 託 会 社) (   9) (0.055) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実

行等の対価 

(b) そ の 他 費 用 2 0.011 (b) その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 (保 管 費 用) (   2) (0.011) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用 

 (そ  の  他) (   0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用 

合   計 36 0.221  

期中の平均基準価額は、16,244円です。  

（注１） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果
です。 

（注２） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注３） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
（注４） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小

数第３位未満は四捨五入してあります。 
（注５） 2024年５月13日時点の比率です。 

出所：三菱ＵＦＪアセットマネジメント株式会社のデータを基にSBIアセットマネジメントが作成   
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投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

バンガード・米ドル建て 
新興国政府債券ETF 

新興国債券 
ブルームバーグ米ドル建て 
新興市場政府債RIC基準インデックス 

0.20％ 
The Vanguard  
Group, Inc. 

 

組入上位10カ国 比率 

 

組入上位10銘柄 比率 

サウジアラビア 11.9％ アルゼンチン共和国 0.9％ 

メキシコ 9.9％ アルゼンチン共和国 0.8％ 

トルコ 6.9％ メキシコ石油公社（ペメックス） 0.6％ 

インドネシア 6.6％ 中国工商銀行 0.6％ 

アラブ首長国連邦 6.1％ メキシコ石油公社（ペメックス） 0.5％ 

カタール 4.4％ カタール国債（国際） 0.5％ 

コロンビア 3.7％ カタール国債（国際） 0.5％ 

ブラジル 3.4％ Saudi Government Internation 0.5％ 

フィリピン 3.2％ アルゼンチン共和国 0.5％ 

アルゼンチン 3.0％ Saudi Government Internation 0.5％ 

出所：The Vanguard Group, Inc.及びBloombergのデータを基にSBIアセットマネジメントが作成 
（注）2024年６月30日時点の比率です。 

 
 

投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

NYLI ヘッジ マルチストラテジー 
トラッカーETF 

ヘッジファンド NYLI ヘッジ マルチストラテジー インデックス 0.75％ IndexIQ Advisors LLC 

 

組入上位10銘柄 比率 

 

  

iShares Floating Rate Bond ETF 18.2％   

SPDR Bloomberg Barclays Convertible Securities ETF 7.5％   

Invesco Db US Dollar Index Bullish Fund 6.6％   

SPDR Bloomberg Barclays Investment Grade Floating Rate ETF 5.7％   

Vanguard Short-Term Government Bond Index Fund 5.4％   

Vanguard Short-Term Inflation-Protected Securities ETF 5.4％   

NYLI Merger Arbitrage ETF 4.7％   

iShares National Amt-Free Muni Bond ETF 4.1％   

iShares 0-5 Year Tips Bond ETF 3.7％   

iShares Convertible Bond ETF 3.7％   

出所：IndexIQ Advisors LLCのデータを基にSBIアセットマネジメントが作成 
（注）2024年６月30日時点の比率です。 
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投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

インベスコ・ブルームバーグ・コモディティ  
UCITS ETF 

コモディティ ブルームバーグ商品指数 0.19％ 
Invesco Investment 
Management Ltd. 

 

組入上位10銘柄 比率 

 

  

Commodities Exchange Centre (CEC) Gold 
Composite Commodity Future 

17.3％   

NYMEX New York Mercantile Exchange 
Henry Hub Natural Gas Electronic Energy 
Future 

7.4％   

Intercontinental Exchange Europe Brent 
Crude Electronic Energy Future 

7.3％   

NYMEX New York Mercantile Exchange Light 
Sweet Crude Oil (WTI) Electronic Energy 
Future 

7.1％   

Commodities Exchange Centre (CEC) Copper 
Composite Commodity Future 

5.7％   

Commodities Exchange Centre (CEC) Silver 
Composite Commodity Future 

5.5％   

CBT Chicago Board of Trade Corn 
Composite Commodity Future 

4.8％   

CBT Chicago Board of Trade Soybeans 
Composite Commodity Future 

4.6％   

LME London Metal Exchange Aluminium USD 
Monthly Pit Commodity Future 

4.3％   

Intercontinental Exchange US Coffee C 
Futures Electronic Commodity Future 

3.9％   

出所：Invesco Investment Management Ltd. のデータを基にSBIアセットマネジメントが作成 
なお、比率については連動する指数の構成比率を記載しています。 

（注）2024年８月31日時点の比率です。 

 
 

投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

abrdnフィジカル・ 
ゴールド・シェアーズETF 

コモディティ 現物の金地金の取引価格 0.17％ 
Aberdeen Standard 
Investments 

出所：Aberdeen Standard Investmentsのデータを基にSBIアセットマネジメントが作成 
（注）2024年６月30日時点のデータです。 
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投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

シュワブU.S.リートETF 先進国リート 
ダウジョーンズ エクイティ  
オールREIT キャップド インデックス 

0.07％ 
Charles Schwab 
& Co., Inc. 

 

組入上位10銘柄 比率 

 

  

Prologis, Inc. 8.4％   

American Tower Corporation 7.3％   

Equinix, Inc. 5.8％   

Welltower Inc. 4.4％   

Simon Property Group, Inc. 4.0％   

Digital Realty Trust, Inc. 4.0％   

Realty Income Corporation 3.7％   

Public Storage 3.7％   

Crown Castle Inc. 3.5％   

Extra Space Storage Inc. 2.7％    

出所：Charles Schwab & Co., Inc.のデータを基にSBIアセットマネジメントが作成 
（注）2024年６月30日時点の比率です。 

 

 

上記投資対象ファンドは、第13期期末時点のものです。将来の市場構造等の変化によっては、投資対象とする

資産またはスタイルを見直す場合があります。 

 




